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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

    税金費用については法定実効税率をベースとし計算しております。 

 ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

 ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：無 
 
 

２．平成 18 年３月期第１四半期財務･業績の概況（平成 17 年４月１日 ～ 平成 17 年６月 30 日） 

(１)経営成績(連結)の進捗状況                           （百万円未満切捨て） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18 年３月期第１四半期 4,228 3.0 857 16.1 844 16.5 414 △1.5

17 年３月期第１四半期 4,106 △0.3 738 12.6 724 13.0 420 14.1

（参考）17 年３月期 10,284 662 635  329

 

 
１株当たり四半期

(当期)純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 

(当期)純利益 

 円  銭 円  銭 

18 年３月期第１四半期 62.94 － － 

17 年３月期第１四半期 63.86 － － 

（参考）17 年３月期 46.26 － － 

(注)①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 

  ②期中平均株式数(連結) 

   当第１四半期 6,589,087 株  前年同四半期 6,591,912 株  17 年３月期 6,591,020 株 

 

[経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等] 

 当社グループの売上高は、第１四半期に１学期品、上刊品及び年間品の売上が計上されますので、他の四半

期と比較すると業績に季節的な変動があります。 

 売上高につきましては、各地で実施されつつある二学期制の導入に合わせた上下刊物のテスト・ドリル・プ

リントが好調でありました。前第 1 四半期に比較して、122 百万円増加(前年同期比 3.0％増)して 4,228 百万円

となりました。 

 損益面につきましては、役員退職に伴い役員退職慰労引当金繰入額の増加等により販売管理費が増加したも

のの、売上高の増加、子会社の編集費用負担の軽減等により売上原価が低下し、前第 1 四半期に比較して、経

常利益は 119 百万円増加(前年同期比 16.5％増)して 844 百万円、四半期純利益は特別損失に減損損失 88 百万

円の計上により 6 百万円減少(前年同期比 1.5％減)して 414 百万円となりました。 
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(２)財政状態(連結)の変動状況                           （百万円未満切捨て） 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

18 年３月期第１四半期 15,651 10,578 67.6 1,605.56 

17 年３月期第１四半期 15,319 10,337 67.5 1,568.15 

（参考）17 年３月期 14,942 10,232 68.5 1,549.06 

(注)期末発行済株式数(連結) 

  当第１四半期 6,588,987 株  前年同四半期 6,591,887 株  17 年３月期 6,589,287 株 

 

[財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等] 
 当社グループの第 1四半期の財政状態は、年間の売上に占める割合が他の四半期と比較すると高いため、資産

においては受取手形及び売掛金が増加し、たな卸資産が減少、また株主資本においては利益剰余金が増加する等

の季節的変動があります。 

 当第１四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は 708 百万円増加して 15,651 百万円、株

主資本は 346 百万円増加して 10,578 百万円となりました。 

 資産の増加要因は、現金及び預金の減少 1,528 百万円、たな卸資産の減少 464 百万円あったものの、1 学期品、

上刊品及び年間品の売上にかかる受取手形及び売掛金の増加 2,051 百万円、投資有価証券の増加 628 百万円、長

期性預金の増加 150 百万円等によるものであります。なお現金及び預金が 1,528 百万円減少した主な要因は、投

資有価証券の購入 622 百万円、長期性預金への振替 150 百万円、支払手形及び買掛金の支払いによるものであり

ます。 

 また、資本の増加要因は、利益剰余金 343 百万円の増加等によるものであります。 

 

 

３．平成 18 年３月期の連結業績予想（平成 17 年４月１日 ～ 平成 18 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

 

中   間   期 6,500 960 480  

通       期 10,450 540 210 

(参考)1 株当たり予想当期純利益（通期）28 円 83 銭 

 

※ 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

[連結業績予想に関する定性的情報等] 

 業績予想につきましては平成 17 年５月 24 日公表の数値を修正しておりません。 
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